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令和２年度 第１回障害者地域自立支援協議会 就労支援専門部会 報告 

 

１．当日の実施内容 

第１回就労支援専門部会 

日時：令和２年９月２５日（金）１４：００〜１６：００ 

場所：文京シビックセンター 障害者会館会議室 AB 

 

（１） 令和元年度 就労支援専門部会の振り返り 

（２） 令和２年度 就労支援専門部会について 

（３） 文京区障害者就労支援ハンドブック（仮）について 

 

２．議事内容 

（１） 令和元年度 就労支援専門部会の振り返り 

令和元年度の就労支援専門部会の内容と全体会の内容の振り返りを行う。 

 

（２） 令和２年度 就労支援専門部会について 

令和２年度就労支援専門部会では、「情報共有する上で、障害者就労に関する共通のプラット

フォーム（基本情報）になるハンドブックの作成」について検討を行う。また、ハンドブッ

クの作成作業スケジュールについて共有を行う。（別紙資料１） 

 

（３） 文京区障害者就労支援ハンドブック（仮）について 

他地域での先行事例（別紙資料２）等を共有し、ハンドブックに関する意見交換を行う。 

 

（委員からの意見交換内容） 

 地域にどんな社会資源があるかは雇用側も知りたい。 

 社会資源 MAP は使いたい。 

 ボリュームが多い内容項目である場合、他の場所にも（ホームページなど）記載がある内容

は URL なども併記されていると良い。 

 対象を分けるのではなく、皆で共有できる文京区版の特徴を出した内容にできると良い。 

 配布方法も重要。部会などネットワークを活用して周知をしていくことができるのではない

か。 

 就労継続支援 B 型の情報は利用するかどうかだけではなく、企業としては業務の委託先と

して知りたい場合もある。 

 当事者の方が単独で使うことも考えられるが、支援学校や B 型など支援者と一緒に見て活

用できるような、そういったツールとしてあると良い。 

 精神障害のある方向けの相談先フローチャートは以前作成をして配布をしていたが、担当者

が変わると配架はされていても手に取るというところまではなかなかいかないことがあっ
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た。どのように活用していけるかも考えていけると良い。 

 戸田市のプロセスマップはわかりやすくて良い。企業就労を希望されている方が、支援側と

しては B 型から始めた方が良いのではとギャップがある方と、プロセスマップのようなも

のを活用し、現状などを一緒に確認する際に活用できそう。 

 ニーズに応じていくつかのカテゴリーに分け、フローチャートができると活用しやすいと思

う。 

 大枠はハンドブックを見て、細かいところはホームページを参照するなど、インターネット

で調べる方が多くなっている中、URL の記載などがあると便利だと思う。 

 盲導犬ウェルカムのお店や点字メニューのある居酒屋などの情報を仕入れて入れ込むなど、

当事者の方からの支店もいれて作成できると良いと思う。 



作成作業スケジュールについて

就労支援専門部会
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ワーキンググループ

就労支援専門部会委員を中心に
ワーキンググループを作り、具
体的な内容について検討をして
いく。

別紙資料１



他地域の先行事例
別紙資料２


